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令和６年４月８日 

 豊川市政記者クラブ加盟社 各位 

 

 

現在の第６次豊川市総合計画の計画期間が令和７年度で終了することから、引き続き、令和８年度から 

１０年間のまちづくりの指針となる第７次豊川市総合計画を、令和６、７年度の２年間で策定します。 

～市民の皆さんから意見等をいただくための取組～ 

第６次豊川市総合計画策定時に初めて実施した「まちづくり市民ヒアリング」をはじめ、市民参画の機会

を充実させ、市民の皆さんの意見等を踏まえて計画策定を進めます。 

（１）総合計画審議会 

市長が諮問する第７次豊川市総合計画の原案を審議いただく会議を、令和６年７月～令和７年１１

月頃に１１回程度にわたって開催します。 

２５名以内で構成する委員について、条例に基づく教育委員、農業委員、公共的団体の役員、学識

経験者等に加え、市民公募の委員（２名）を募集します。 

（２）まちづくり市民ヒアリング 

第６次豊川市総合計画の施策の状況や今後のまちづくりの方向性について意見をいただく会議を、

令和６年１０～１１月に３回にわたって開催します。 

公共的団体から推薦された委員等に加え、市民公募の委員（６名以内）を募集します。 

（３）若者ワークショップ 

将来にわたって豊川市のまちづくりを担う若い世代のみなさんに意見をいただく会議を、令和６年

７～８月に２回にわたって開催します。 

市内在住の高校生世代や大学生世代の参加者（２４名以内）を募集します。 

（４）団体等アンケート 

市内の公共的団体、市民活動団体等（約２００団体）や市内企業（約２００社）に、豊川市の将来

像やその実現に必要な施策の方向性等について意見をいただくアンケートを実施します。 

また、市内の小中学生（約３，５００名）に、豊川市の将来像や、住み続けたい、訪れたいまちに

ついて意見をいただくアンケートを実施します。 

 

※別添の「第７次豊川市総合計画策定方針」（令和６年３月２１日決定）も参考にしてください。 

第７次豊川市総合計画を策定します。 

 ～市民の皆さんの意見等を踏まえて計画策定を進めます～ 

【お問合せ先】 

豊川市役所企画部企画政策課 瀬野、神藤 

ＴＥＬ：0533-89-2126 

E-mail：kikaku@city.toyokawa.lg.jp 



（令和６年３月２１日決定） 

第７次豊川市総合計画策定方針 
 

１ 計画策定の必要性 

本市は、昭和４７年以来、まちづくりの長期指針として総合計画を策定してきま

したが、現行の第６次豊川市総合計画の計画期間が令和７（２０２５）年度をもっ

て終了することから、令和８（２０２６）年度を始期とする第７次豊川市総合計画

を策定するものです。 

 

２ 構成及び計画期間 

第７次豊川市総合計画は、基本構想、基本計画及び実施計画により構成します。 

（１）基本構想 

まちづくりにおいてめざすまちの未来像と、その実現に向けた基本目標を示し

ます。 

計画期間は、令和８（２０２６）年度から令和１７（２０３５）年度までの10

年間とします。 

 

【参考：これまでの将来像・未来像】 

総合計画 計画期間 将来像・未来像 

当初 昭和４７年～昭和５５年 光と緑に映える豊かなまち 

第２次 昭和５１年度～昭和６０年度 光と緑に映える豊かなまち 

第３次 
昭和６１年度～昭和７０年度 

（平成 ７年度） 
光と緑に映える豊かなまち 

第４次 平成 ８年度～平成１７年度 光と緑に映える豊かなまち 

第５次 平成１８年度～平成２７年度 
光と緑に映え、ゆたかで、住みよ

い、夢のあるまち 

第６次 
平成２８年度～平成３７年度 

（令和 ７年度） 
光・緑・人 輝くとよかわ 

（２）基本計画 

基本構想に示す基本目標を具現化するために必要な施策を、体系的に定めます。 

    基本計画では、成果を数値で表す指標を設定するとともに目標値を定め、その

目標値を達成するために必要な施策を明らかにします。 

   計画期間は、基本構想と同じ１０年間とし、必要に応じて期間中に内容の見直

しを行います。 
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（３）実施計画 

   基本計画で定められた施策に基づき、実施する事務事業を単年度ごとに定めま

す。 

計画期間は３か年とし、毎年度見直しを行うローリング方式により策定します。 

令和８年度からの実施計画は、基本構想及び基本計画策定後、直ちに定めるも

のとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 計画策定の基本的考え方 

第７次豊川市総合計画は、次の考え方に基づき策定します。 

① 第６次豊川市総合計画の施策の評価を踏まえた計画とします。 

② 本市のまちづくりにおいてめざすまちの未来像を市民と行政が共有できるよ

う、市民参画の体制により策定する分かりやすい計画とします。 

③ これまで別の計画であった、まち・ひと・しごと創生総合戦略を統合し、一体

化した計画とします。 

④ これまでのまちづくりの成果を引き継ぐとともに、まち・ひと・しごと創生総

合戦略を統合することから、しごとづくり、ひとの流れづくり、結婚・出産・子

育ての希望の実現及び魅力的な地域づくりを一層意識して施策を展開する計画

とします。 

⑤ 少子高齢化の進行や人口減少による社会構造の変化等は、財政運営に大きな影

響を及ぼすものであり、今後も厳しい財政状況が想定されることから、的確な財

8 9 10 11 12 13 14 15 16 17年度

基本構想

基本計画

実施計画

（必要に応じて期間中に内容の見直しを行う。）

（計画期間は３か年とし、毎年度見直しを行う。）
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政見通しと経営的な視点に立つ選択と集中により、有効性と効率性に留意した計

画とします。 

⑥ 政策や施策相互の関連づけにより総合的な効果を高めることを目指すととも

に、目標と実現手段の明確化により施策の成果を確認できる計画とします。 

⑦ 国、県等の計画及び広域的な諸計画との整合を図った計画とします。 

 

４ 策定体制           ※【第７次豊川市総合計画策定体制図】（P５）参照 

（１） 市民参画 

市民の意見等を踏まえた計画を策定します。 

① 団体等アンケート 

市内の公共的団体、市民活動団体、企業等に、豊川市の将来像やその実現に必

要な施策の方向性等について意見をいただくアンケートを実施します。 

また、市内に住所を有する小中学生に、豊川市の将来像や、住み続けたい、訪

れたいまちについて意見をいただくアンケートを実施します。 

② 市民ヒアリング 

第６次豊川市総合計画及び第２期豊川市まち・ひと・しごと創生総合戦略の施

策に係る自己評価の内容を、各種団体の推薦や市民公募による委員に説明して、

今後の方向性について意見を伺うヒアリングを開催します。 

③ 若者ワークショップ 

人口減少を克服し持続可能なまちづくりを実現するため、高校生世代及び大学

生世代を対象として、定住促進に必要な施策等に関する意見を伺うワークショッ

プを開催します。 

④ パブリックコメント 

基本構想案及び基本計画案について、市民、市内在勤・在学者等に意見をいた

だくパブリックコメントを実施します。 

（２）審議機関 

豊川市総合計画審議会条例に基づき豊川市総合計画審議会を設置し、市の総合

計画に関し必要な調査及び審議を行います。また、より広く市民に意見をいただ

くため、市民公募による委員（若干名）を選任予定です。 

（３）市議会への報告・提案 

   総合計画審議会に提出する資料と議事内容を市議会に報告し、議員からの意見

は、審議会の議論に反映します。 

   基本構想案は、「豊川市議会の議決すべき事件を定める条例」に基づき、令和
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７年中に市議会へ提案します。基本計画案についても、あわせて報告します。 

（４）庁内策定体制 

計画案の作成は、策定会議及び専門部会を設置して行います。 

① 策定会議 

副市長、教育長、病院事業管理者、部長級職員で構成し、基本構想及び基本計

画の素案を審議して計画原案を作成します。 

② 専門部会 

策定会議の下部組織として、基本構想及び基本計画の素案を作成する専門部会

を設置します。 

ア）基本構想部会 

次長級職員で構成し、基本構想の素案を作成します。 

イ）基本計画部会 

課長級職員と課長補佐級又は係長級職員で構成し、基本計画の素案を作成し

ます。 

基本計画部会には、第７次豊川市総合計画における各種施策について検討す

る「政策部会」と、基本指標と都市構造について検討する「基本指標・都市構

造部会」を設置し、各所管課等の連携により素案の作成を行います。 

③ 職員意見募集 

基本構想素案及び基本計画素案について、職員を対象とする意見募集（庁内パ

ブリックコメント等）を行い、各専門部会の議論に反映します。 

④ 事務局 

計画策定に係る全般調整等の事務は、企画部企画政策課が担当します。 

 

５ 策定スケジュール     ※【第７次豊川市総合計画策定スケジュール】（P６）参照 

令和６年度及び７年度の２か年で計画を策定します。 

令和６年度 

団体等アンケート、市民ヒアリング、若者ワークショップ等で市民の意見を伺い

ながら、基本構想案及び基本計画案をまとめます。 

基本構想案については、先行して総合計画審議会へ諮問します。 

令和７年度 

基本計画案を総合計画審議会へ諮問し、基本構想と合わせて答申を受けた後、市

議会における基本構想の議決を経て、総合計画（基本構想、基本計画）を策定しま

す。 



 

５ 

【第７次豊川市総合計画策定体制図（案）】

専門部会

提案・議決
市長 市議会

策定会議
（副市長、教育長、病院事業管理者、部長級）

基本構想部会
（次長級）

政策部会
（政策1～6、総合戦略）

基本指標・都市構造部会
・人口ビジョン（人口の見通し）

・財政の見通し

・まちの構造

諮問・答申

総合計画審議会

市民ヒアリング

パブリックコメント

意見募集

団体等アンケート

施策の自己評価や今後の方向性に
ついて意見を伺うヒアリング

今後の施策の方向性について意見を
伺うアンケート

基本計画部会
（課長級、課長補佐級

又は係長級）

市民意識調査
（令和５年度実施）

施策の自己評価の参考とする

職員意見募集

・庁内パブコメ等

事務局

（企画政策課）

若者ワークショップ

定住促進に必要な施策等に関する
意見を伺うワークショップ
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第７次豊川市総合計画策定スケジュール ※この表では、令和５年度を策定に係る準備期間として表記しています。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

報告・説明

基本構想議決 ●

総合計画審議会
●

市民意識調査
（5,000人）

●

※定例調査あり

団体等アンケート

・団体アンケート
　（200団体）

・企業アンケート
　（200団体）

・小中学生アンケート
　（3,500人程度）

市民ヒアリング
公募

推薦

若者ワークショップ
公募

推薦

パブリックコメント ● ●

策定会議
（副市長、教育長、病院事業管

理者、部長級）

設置

基本構想部会
（次長級）

設置

基本計画部会
（課長～係長級）

設置

各部課等自己評価

職員意見募集
  ●   ●

準備

策定方針決定
（企画調整会議）

職員説明会 ●

基本計画等とりまとめ

印刷製本

庁
内
会
議
等

事
務
局

項目
令和５年度（準備） 令和６年度（策定） 令和７年度（策定）

議
会

市
民
参
画

基本構想案作成

基本構想素案作成

基本計画素案作成（目標指標の検討含む）

策定方針

（案）説明

調査

調査

設置・諮問

答申基本構想審議

基本計画案作成

      意見等報告
基本計画審議

計画案説明

策定方針説明

調査

基本構想・庁内      基本計画・庁内      

意見等公表実施

調査

経過報告等（適宜）

（スケジュールは予定であり、変更する可能性があります。） 
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